
環境経営レポート

２０２４年   ９月  ３０日

株式会社サン・ブライト

活動期間：２０２３年４月1日～２０２４年３月３１日

２０２３年度（第１５版）

適応規格　：エコアクション２１に準拠

（２０１７年環境経営システムガイドライン）
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          環　境　経　営　方　針

１．事業活動及び製品・サービスにおいて、継続して環境保全と環境汚染

　　の未然防止に努め、企業の社会的責任を果たします。

２．環境に関連する法令や規則その他の守るべき事項を遵守し、地域

　　との共生を図ります。

３．社員全員が積極的に環境保全に関心を持ち、下記の事項を重点活動

　　として取り組みます。

　　①電力、化石燃料を節減し、CO2の削減に努めます。

　　②全ての廃棄物を分別して再資源化に努めます。

　　③環境に優しい製品の提案とグリーン購入に努めます。

　　④化学物質の使用量削減、節水に努めます。

４．環境経営の継続的改善を実施します。

５．この環境経営方針は、全社員に周知徹底し、全員参加で自主的に

　　活動し、美しい地球を子孫に残せるよう努めます。

                                 

                                     <2009年2月1日制定、最終改訂2020年12月11日>

　　　　　　　　長野県塩尻市宗賀平出６７－１

　　　　　株式会社サン・ブライト

     代表取締役社長　

　猿田　明
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事業の概要

1．事業者名及び代表者名

事業者名：株式会社サン･ブライト

代表者名：代表取締役社長　猿田　明

設　立　：１９８８年１０月

資本金　：２,３００万円

２．所在地

本社･工場

〒３９９－６４６１　　　長野県塩尻市宗賀平出　６７－１

TEL:０２６３－５２－８２１６　　FAX：０２６３－５２－９７７５

◆E-mail  info@sun-bright.co.jp
◆ＵＲＬ   　http：//ｗｗｗ.Sun-bright.co.jp

３．事業の規模

単位 202３年度 2022年度 2021年度

百万円 283 429 330

人 2６名 28名 28名

㎡ 648 648 648

４．事業内容

省力化機器他、設計・製造・ソフト開発

［設計開発関係］

各種加工機　供給･収納ロボット　計測検査装置　(他分野への対応）

制御計測用回路基本設計　ソフトウェア開発

省力化機械　電装設計配線　シーケンスソフト開発

［製造関係］

省力化機械 　     ・・・・・・・ 本組・サブ組・電装配線 ・据付・サービス

電子回路基板      ・・・・・・・ (設計）製作・検査・アッセンブリ

試作基板・装置   ・・・・・・・ 設計・製作

５．環境管理責任者・事務局の連絡先

環境管理責任者 櫻井　龍正 

事務局 白鳥　成美　(中村・石田・伏見・上島)

連絡先 〒３９９－６４６１　　　長野県塩尻市宗賀平出　６７－１

TEL：０２６３－５２－８２１６　　FAX：０２６３－５２－９７７５

対象範囲

認証・登録の対象活動範囲

省力化機器他、設計・製造・ソフト開発

対象事業所

　 本社・工場

エコアクション２１認証・登録　　

　 登録番号  ：０００４２４６  登録日  ：２００９年１０月１５日

更新登録日：２０２１年１０月１５日　有効期限：２０２３年１０月１４日

１０年継続：２０１９年１１月　エコアクション２１　認証・登録10年継続

長野県ＳＤＧｓ推進企業登録　第16期　2023年4月28日（No.1914）

環境経営レポート

２０２３年度・・・・２０２４年　９　月  ３０　日　作成

＜対象期間２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日＞

活動規模

従業員

床面積

売上高
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環境経営実施体制

　　

　総務・経理G
　　管理G 【組立T 】　【調整T】

（係長） （係長）

・環境管理責任者を任命する

・SDGｓの取組指示・従業員への周知・徹底

・SDGｓ目標実現のための具体的行動計画作成・進捗管理・見直し

・環境経営計画の実績集計

・SDGSを意識した自発的行動の実行

制定日： 改定-２　： 改訂-4　：

改定-1： 改定­３　： 改訂-5　： 　2014年4月   1日

改訂-6： 2015年4月1日 改定­7　： 改定­8　： 　2018年4月   1日

改定­9： 2019年7月 10日 改定­10： 2021年1月5日 改定­11： 　2021年10月 20日

改定­12： 2022年7月 21日 改定­13： 2023年4月1日

環境管理責任者

　　環境経営システム組織図　（改定-13）

製　造　G

　部長

資材　G

　係長

開　発　G

　部長

代　表　者

　代表者（社長）

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知

・環境経営システムの継続的な活動実施に必要な人・設備・費用・時間・技能者を用意する

社長　

認証・登録の適用範囲

　担当部門

2017年4月1日

　2013年5月 20日2009年2月1日

　全従業員 ・環境経営方針を理解し、環境への取り組み・５Sの重要性を自覚、自発的に行動する

・自部門に関連する緊急事態への対応の手順書作成、及び訓練・記録(同上）

2010年8月12日

　環境管理責任者

　環境事務局

住所：塩尻市宗賀平出67-1

関連事業所：なし

活動：装置の設計開発・製造・販売

（社長　兼務）

・環境経営管理システムを構築し、実施し、管理する。

　（総務・経理G、5S委員会）

　　　環境事務局　

　　　法規関連運用責任者

制　御　G

2011年8月1日

・自部門の問題点の発見・是正・予防措置

・環境活動計画の作成及び活動全般の取り組み結果を代表者へ報告

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取り組み状況・結果を半期毎に全従業員に報告する

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成及び代表者承認後発行

・環境活動実施計画書を作成及び社員全員への周知徹底

2012年6月1日

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加する

・特定された項目の手順書作成及び運用管理（各部門の提案行動を事務局がまとめ、全社に周知）

・自部門における教育訓練の実施（自発的に訓練の受講及び受講講座・内容の提案実施）

・自部門における環境経営方針の周知

・環境経営に関する統括責任者

・代表者に依る全体の評価と見直しを実施

　部門長 ・環境経営システムの実施

・自部門に関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施及びSDGS目標達成状況の報告

・「環境関連法規等チェックリスト」の作成

・５S委員会との連携・一体化行動の推進

　　　文書管理責任者

　　　役　割　・　責　任　・　権　限

・環境経営活動実施計画の承認

・環境管理責任者、EA21推進会議の事務局、SDGｓ目標達成の推進

　課長

・法規制等の要求事項登録簿を承認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口及び立案・実施活動の推進
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SDGS目標達成への貢献

     長野県SDGｓ推進企業登録　 Ｎｏ．１９１４　（第１６期）

SDGs達成に向けた経営方針
   当社は、ものつくりのモットーである“お客様の『困ったな!!こんな装置あったらいいな』を “カタチ” にし、

省力化・省資源化対応の装置開発とサービスを提供しています。

  お客様の知識と当社の装置開発力の結集による取り組みは、“CO2削減” ・ “プラスチックの使用量削減”

・“資源の有効活用”を実現します。

  社員一人一人が、当社で身に着けた技術力は、その時代に合った地球環境を守るモノつくりに発揮され、

SDGsの目標達成に貢献します。

SDGｓの１７のゴールに対して該当する活動の項目

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

【労働時間】過度な長時間労働の防止（労使協定の締結） ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎

人権・労
働

◎

◎ ◎ ◎

　　及び ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

工場環境
◎

働き方改
革 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

職業的スキルアップ　働きがい ◎

◎ ◎

◎

製品・材料の余剰在庫の回避、在庫管理システム ◎ ◎

ea21事務局・５S委員会の一体活動とSDGｓ推進活動 ◎

活動の該当ゴールNo.

【ハラスメントの禁止】
（セクハラ・パワハラ・マタハラ等のハラスメントを防ぐ体
制）

【外国人労働者】
外国人労働者に対する差別・人権侵害が無いことの取組

【労働安全衛生】
作業中の事故防止のための、安全衛生的な環境整備への取組

休暇制度の見直し、男女格差・全ての格差の是正、
質の高い職業教育

【メンタルヘルス】
労働者のメンタルヘルスの良好維持の取組

【ダイバーシティ経営】
多様な人材が十分活躍できる環境整備の取組

【人材育成】
適切な能力開発。教育訓練の機会を従業員に均等に提供

LED照明への切り替え

SDGｓ活動内容 (1/2)

【公正な待遇】
同一労働同一賃金の原則に沿って、最低賃金の変更対応

【差別の禁止】
(年齢・障害・国籍・出身)雇用条件に差別なし

活　　動　　項　　目　・　内　　容　　等

有給休暇の利用率向上

残業時間の抑制
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3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎

◎

◎ ◎

◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　※　SDGs　 ：2015年9月「国連持続可能な開発サミット」で採択されたもの。　国連加盟193か国が

　　　　　　　　　　2016年～2030年の15年間で 達成するために揚げた目標。

　　　　　　　　　  17の目標とそれらを実行するための具体的な１６９のターゲットで構成されている。

【生物多様性】
自社活動が生物多様性や生態系に影響を及ぼさない様配
慮している

環境

【サプライチェーン管理の向上】
サプライヤー、事業パートナー等と、人権侵害の防止、
倫理面での適切な対応（ハラスメント・汚職・贈収賄防
止等）            ➡就業規則記載

【廃棄物】
廃棄物の管理（分別）を適切に行い、処理に取り組んで
いる

【知的財産保護】
知的財産の保護に取り組み　・　特許申請及び管理を
行っている

活　　動　　項　　目　・　内　　容　　等
活動の該当ゴールNo.

【公正な競争】
不正競争行為に関与しない方針を上げ。社員に周知して
いる

【再生可能エネルギーの利用】
再生可能エネルギーの利用に取り組んでいる
※太陽光パネル

【エネルギー・温室効果ガスの現状把握 】
自社のエネルギー使用量、CO2排出量を把握している
★エコアクション２１活動

【3Rの推進】
リデュ―ス・リユース、リサイクルに取り組んでいる

【紛争物】
紛争鉱物を使用した製品・部品を使用のないことを確認
している

【汚職・贈収賄防止】
汚職・贈収賄を防止する方針を掲げ、社員に周知してい
る　(就業規則）

【個人情報保護】
個人情報を適切に取り組んでいる

【環境マネージメントシステム】
エコアクション２１を認証・取得している

【環境情報開示】
環境の取り組み関するに情報を正しく開示している
エコアクション２１：環境経営レポート、当社ホームページ

SDGｓ活動内容 (2/2)

【水の管理】
水資源の利用状況を適切に管理し、利用効率の改善に取
り組んでいる

【有害物質】　法令等で規制されている有害化学物質
を把握し、使用量の抑制及び適切な使用に取り組んでい
る

公正な
事業慣行

【天然資源の持続的利用】
天然資源（化石燃料）の持続的利用に配慮した調整に取
り組んでいる
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環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

（１）過去の環境負荷実績　
単位 202１年度 2022年度 2023年度

ｋｇ-CO2 41,940 34,786 30,111

ｋｗｈ 58,231 48,309 43,206

Ｌ 1,423 743 50

ｋｇ 78.0 76.0 56.0

ガソリン Ｌ 3,266 2,998 2,991

軽油 Ｌ 269 368 270

ｔ (1.75) (1.14) (0.62 )

ｔ (6.782)  (4.118)  (1.873 )  

廃棄物 ｔ 1.42 1.85 4.29

排水 ㎥ 225 188 168

（２）環境経営目標
2016年度 202３年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

基準値 目標 実績 目標 目標 目標

（2019年度
以降の基準）

基準値-3.4%
(2016年度

基準)
基準値-3.5 % 基準値-3.6% 基準値-3.7%

※化学物質保有量管理からPRTR制度適用物質の使用量管理の継続実施➡化学物質管理新法規適用の実施

※二酸化炭素排出量算出係数：環境省より毎年公表される係数を使用。年度別係数は下記のとおり。

　2013(平成25）年度使用係数　【0.513㎏-CO2/KWh・実排出係数】・・・2014(平成26）年12月5日環境省公表

　(中部電力ミライズ株式会社の係数を使用する） ※基準年を変更しても、計数は変更しないまま集計している。

※課題：基準年度の計数変更の検討　➡　2023年度実施できず。➡基準値変更（電力係数含め）2024年度移行検証実施

　～2025年度完全実施　★二酸化炭素排出係数も基準を見直し・・・は中電力ミライズ2021年を使用に変更予定

(4.257 )

302.3

(1.17)

混合廃棄物

水道水

区　　分 単位

2.52

193.7

3,085.0

過去3年間の平均

35,612

49,915

739

70.0

区　　分

二
酸
化
炭
素
総
排
出
量

電力

灯油

液化石油ガス（LPG)

自動車燃料

廃プラ

一般廃棄物（可燃・資源）

Ｋｇ-CO2/百万円

期間

二
酸
化
炭
素
総
排
出
量

液化石油ガス（LPG)

Kg/百万円

年間

年間

年間 115.44

140.75電力 ｋｗｈ/百万円

106.40 115.20115.32119.50

135.68135.96 152.67

0.210.21

135.54

0.21

0.18

0.21

0.00

135.82

0.20

7.818.09

7.377.63

年間

0.00

3.23

排水 水道水 ㎥/百万円 年間

2.125

廃棄物

廃プラ

混合廃棄物

Kg/百万円 年間

Kg/百万円 年間

年間

灯油

Kg/百万円

ℓ/百万円

ℓ/百万円

ℓ/百万円

年間

軽油

7.36

2,19

3.34

ガソリン

年間

2.200

一般廃棄物
（可燃ごみ・資源ごみ）

10.61

自動車燃料

4.11

0.73

15.14

0.00

10.23

0.59

10.25

0.704

7.35

2.119

0.703

0.22

10.57

0.705

10.22

7.36

3.22

2.123 2.121

3.97

55,526

3.223.22

0.704

6.49

3.962

10.24

3.966 3.958

0.96

0.6862 0.6855

55,469 55,411

売上げ高　比

ｋｇ-CO2 年間 57,540 55,584 30,111

0.2615

115.08

化学物質の使用量

PRTR制度・含有量の削減

化学
物質

0.6848 0.6841g/百万円 年間
0.7104
(基準2020年

3月）
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（３）環境経営実施計画及び行動実績評価

昼、休憩時間、終業後、人のいない時、場所のスイッチは切る。 ◎
約99％意識状況（常時実行の者が
不在時、意識が薄れる 。全社員の
意識の持続策再構築が必要

照明器具の適正配置・LED照明への変更 ◎
達成率：100％　(工場蛍光灯）
高効率の電灯配置見直し継続

エアコンの点検･清掃　（業務用エアコン、ルームエアコン）
長野県エネルギー削減補助金の活用にて6台のエアコンの更新実行

◎
自主点検：年４回の実施（業務用・
ルームエアコンの区別無く）

冷房の温度管理　２８℃、暖房の温度管理　２０℃ △
エアコン6台の更新後のエアコンの性
能・効率及び設定温度のバラツキ等検証
中。

灯油使用ゼロを目指して！！　新規の購入は　”ゼロ”の達成
※エアコンの入れ替えによる効果大
足元暖房の見直しにより、電気ストーブ使用量の削減を目指す

◎

灯油ストーブの使用頻度が大幅にダウン
状況にあり　（化石燃料の使用量の大幅
削減の実績）

暖房方法の見直し（足元暖房含め低電気消費量の電気ヒーターの検討） ◎ 一部にて実施の意識あり。

基準値：
119.50

運行の効率アップ（無駄な運行の防止） ○ 継続する

急加速･急停止の防止　（監視ができない為、啓蒙活動のみ） ○
目立った荒い運転状況は見られ
ず。継続監視。

実績：
127.17

エアコン(冷房・暖房）の控え目使用 〇
夏場の28℃設定意識が薄く
なっている。
冬場での設定温度再認識必要

温水の垂れ流し的な無駄な使用をしない

紙、雑誌、ダンボールの資源化の徹底（小さい物は箱・袋に入れる）
・新たな分別への取組実施・・・分別の細分化・資源化率向上目標を継
続

〇
現状分別意識、習慣付けは浸透している
が、認識違いの者あり。
認識・徹底を継続。

機密書類・図面・個人情報保護関連文書はシュレッダーで裁断又は、業

者に溶解処理を依頼➡資源化（カーボン紙は除く）。

シュレッダー工数の削減目的にて、溶解処理を推奨実施！！(継続実

○
溶解での処理比率増の目的にて
専用箱設置個所を増加（継続）

コピー用紙の使用量抑制、資源化の徹底。裏紙使用の推進（コピー機に
て裏紙使用でトラブルあり。裏紙の状態の限度のあり）

○
コピー量の削減・裏紙を出さな
い  工夫の検討必要（継続）

図面等のPDFファイル化の推進。(発注時の紙出力の削減） 〇 継続実施

注文書等のＰＣFAX・インターネットFAX化の実施。
受信FAXのデータ化（紙出力の廃止）の継続

○ 更に努力必要

梱包材への再利用の徹底 ○ 継続する

納入業者への梱包のスリム化を要請の実施検討　継続　（長年未実施の
課題であり、発生は抑えられないとして資源化率の向上を目指す行動に
変更検討）

△
課題：マテリアルリサイクル、
ケミカルリサイクルへの転換の
実行

給湯、手洗い、トイレ等での節水(節水の注意書き）の徹底 ○ 継続して行動する

水撒き時の節水、凍結防止目的の流水の削減（継続実施） ○
水の無駄使いは見られない
→継続

使用化学物質のリスト化、保管場所の明確化、継続監視。 ○ 常に最少保有を意識する

PRTR制度、第一種対象化学物質の保有種類・使用量の削減

➡ 保有種類、保有量は意識的に下げられている
〇

常に最少保有を意識する。購入
も最小数量にて

環境を意識した製品開発・
製造・販売

環境負荷を意識した製品開発・製造・販売の継続的な推進
⇒　SDGSにつながる具体的な計画・行動の実施

○
SDGSに貢献できている実績をアッピー
ル、SDGｓ目標達成のための積極的な
活動の推進継続。

自主的なグリーン購入
対象購入品のリスト化を自主行動に変更。（事務用品・資材購入品）

➡グリーン調達の体制つくりへの移行
△

グリーン購入の自主的な行動へ
の移行の経過をみる

その他 緊急事態対応
①火災･地震をを想定した避難訓練の実施。(2022年11月29日）
②緊急時対応（灯油、有機物質の漏れ対応）のチェックリスト・指示書
の作成

①     〇
②     〇

実践意識での継続実施をする

※評価　【　◎：大変よく出来た（達成率95％以上）、　○：よく行動出来た（達成率80％以上）、　△：もう少し努力必要が必要（達成率50％～80％）、　×：行動不足（達成率50％未満。　】

CO2削減
削減目標
【売上高比】:
115.44
（Kwh/百万
円）

環境に優しい
製品の提案。
グリーン購入

プラスチック廃棄物の削減
排出目標：　Kg/百万円
売上高比　2.13
（基準値　2.20）
実績　2.19

混合廃棄物の削減
排出目標：　Kg/ 百万円
売上高比　3.85
（基準値3.98）
実績　15.14

廃棄物の分
別、再資源化

節水

使用量目標：㎥/百万円

売り上高比0.7１
(基準値0.73）
実績　0.59化学物質使用

量の削減・節
水

自動車燃料の削減
削減目標：（ℓ/百万円）
◆ｶﾞｿﾘﾝ売上高比　7.63
(基準値　7.37）
実績値　10.57
◆軽油売上高比　3.34
（基準値　3.22）
実績　0.96

〇

ガス給湯器の温水使用頻度を減
らす意識はあり。
特に夏場での意識高い。削減で
きており、継続監視

内容

化学物質の使用量の削減
使用目標：　g/百万円
売上高比　0.6876
（基準値0.7１０４）
実績　0.2615

○

一般廃棄物の削減
（焼却ごみ、紙、雑誌、
ダンボール）
排出量目標：Kg/百万円
売上高比　10.2５
（基準値10.61）
実績　　6.49

分別を徹底し資源化率を高める意識及び行動する。
混合廃棄物の分別意識の改革。

電力・化石燃
料の節減、

混合廃棄物及び廃プラスチック
の　細分化及びマテリアルリサ
イクル率向上の継続

具体的行動
環境経営

方針
環境経営目標 (○,×記

載）

LPGガスの削減
削減目標：（Kg/百万円）
売上高比　0.213
（基準値　0.220）
実績　0.198

電力の省エネ
削減目標：(Kwh/百万
円）
売上高比　135.96
(基準値　140.75）
実績　　152.67

灯油の使用量削減
削減目標：（ℓ/百万円）
売上高比　7.83
（基準値　8.09）
実績　　０.１８

評価
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（４）次年度の環境経営目標及び環境経営計画

電力の省エネ　　削減目標： 昼、休憩時間、終業後、人のいない時、場所のスイッチは切る。

（Kwh/百万円）
照明器具の適正配置・LED照明への変更
⇒本社工場交換の達成後の電灯レイアウトの見直し（2023年度未実施事項）

売上高比　135.82
エアコンの簡易点検･清掃　及び　定期点検の実施
（2024年3月長野県の補助を受け更新・実施のエアコンの性能チェック）

　(基準値　140.75）
冷房の温度管理　２８℃、暖房の温度管理　２０℃
⇒エアコンの使用場所及び能力検証及び個々の設定温度の見直し

灯油の削減　　削減目標：
エアコンメインの暖房による温度管理の継続。従来、使用の灯油の使用”ゼロ”の実
現。電気による暖房についても、無駄な消費の抑制 （暖房の管理　２０℃）

（ℓ/百万円）
売上高比　0.0（基準値　8.09）

・退出時には必ずストーブを消すを継続（頻度減少によるチェックもれの監視）
・灯油ストーブの使用廃止（2023年行動の継続）による化石燃料の使用削減

自動車燃料の削減 運行の効率アップ（無駄な運行の防止）

　削減目標：（ℓ/百万円） 急加速･急停止の防止

◆ｶﾞｿﾘﾝ売上高比　7.3６
(基準値　7.63）

カーエアコンの冷暖房の高効率使用・・・・・目安　２５℃での使用

基準：
57540Kg-CO2

◆軽油売上高比　3.2２
（基準値　3.34）

LPGガスの削減
削減目標：（Kg/百万円） 温水器での無駄な垂れ流し的使用をしない

　売上高比　0.2１
（基準値　0.22）

LPGガス使用➡他の給湯の検討（費用対効果とメリット）

紙、雑誌、ダンボールの資源化の徹底（小さい物は箱・袋に入れる）
(新たな分別への取組実施.・・・分別の細分化目標(資源化率95％目標）

書類はシュレッダーで裁断。又は、業者に溶解処理を依頼し、資源化す
る。   （カーボン紙は除く）　★シュレッダー工数のムダの削減

削減目標：Kg/百万円 コピー用紙の使用量抑制、資源化の徹底。裏紙使用の推進

売上高比　10.24 図面等のPDFファイル化の推進。(発注時の紙出力の削減）

(基準：10.61）
注文書等のＰＣFAX・インターネットFAX化の実施。
FAX受信での紙出力廃止の継続実施

混合廃棄物の削減
分別を徹底し資源化する。⇒従来の金属と廃棄物の分離を向上させる。具体的
な行動できなかった２０２３年度の状況から資源化率5％以上のアップ

削減目標：売上高比 3.966kg/百万円
（基準：4.11Kg/百万円）

（鉄、ステンレス、銅、アルミ、線材、電池、蛍光灯、プラスチック、
木くずに分別する）

プラスチック廃棄物の　　削減 梱包材への再利用の徹底

削減目標：売上高比 2.125kg /百万円
(基準：2.200Kg/百万円）

分別資源化：　資源化率の向上⇒現状廃棄量の１０％以上の資源化実現
を　　目標に行動する。

節　　水
手洗い、トイレ等での節水(節水の注意書き）の徹底

削減目標：売上高比　0.705㎥/百万円
（基準：0.73　㎥/百万円） 水撒き時の節水、凍結防止目的の流水の削減

化学物質の使用量の削減 使用化学物質のリスト化、保管場所の明確化、継続監視

PRTR管理物質の保有量（含有量）
売上高比0.6855g/百万円

PRTR,第一種対象化学物質の保有種類の削減.削減目標⇒PRTR・第一種
化学物質の使用量・保有量の抑制

環境を意識した製品開発・製造・
販売

環境負荷を意識した製品開発・製造・販売の推進
⇒SDGS　につながる具体的な計画・行動を明確化・実行の継続

グリーン購入の自主活動
グリーン購入の自主行動の継続

➡　グリーン調達への意識変更・実現目標の構築

その他 緊急事態対応
①火災･地震をを想定した避難訓練の実施。
②緊急時対応（灯油、有機物質の漏れ対応を含む）の
チェックリスト作成

※分別資源化：　混合廃棄物の分別意識・資源化率１０％以上アップ　及び　紙類の資源化率　９５％以上を目指す

環境経営　方針 環境経営目標 環境経営計画（具体的行動）

化学物質使用量の
削減
・節水

環境に優しい製品
の提案。グリーン
購入

電力・化石燃料の節

減

CO2削減

CO2の総排出量
56,389Kg-CO2

一般廃棄物の削減
（焼却ごみ、紙、雑誌、ダンボール）

廃棄物の分別、
再資源化
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（5）活動実績（２０２3年４月～２０２4年３月）

①活動目標基準値～目標値～実績値　（売上高比）

CO2排出量　の売上高比　（CO2排出量/売上高・百万円）  ＜ 2016年度～2023年度＞

　　　　2016年度（基準） 119.5 57540

2017年度 116.8 60677

2018年度 132.7 55376

2019年度 141.7 45834

2020年度 134.5 44140

2021年度 127.2 41940

2022年度 80.95 34786

2023年度 106.4 30111

（2019年度以降の基準値） 基準値-2%

各項目別の売上高比
2016年度
（基準）

2020年度 202１年度 2022年度 202３年度

電力 ｋWh-CO2/百万円 140.75 188.58 176.56 112.42 152.67

灯油 ℓ/百万円 8.09 4.74 4.31 1.73 0.18

液化石油ガス（LPG) Kg/百万円 0.22 0.28 0.24 0.18 0.20

ガソリン ℓ/百万円 7.63 10.15 9.90 6.98 10.57

軽油 ℓ/百万円 3.34 0.57 0.81 0.86 0.96

廃プラスチック Kg/百万円 2.20 4.33 5.31 2.65 2.19

一般ごみ Kg/百万円 10.61 21.02 20.58 9.58 6.49

混合廃棄物 Kg/百万円 4.13 3.25 4.31 4.31 15.14

水道水 ㎥/百万円 0.73 0.83 0.68 0.44 0.59

化学物質の使用量 Kg/百万円 0.068 0.108 ­ ­ ­

化学物質使用量：2021年度より

PRTR第一種含有使用量に変更 g/百万円 ­ 0.7104 3.2368 0.0361 0.2615

CO2排出量(Kg-CO2)/売上高(百万円） CO2排出量（Kg-CO2)

119.5 116.8

132.7
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②カーボンニュートラルの実施状況・・・太陽光発電の実績

　太陽光発電パネルを本社工場の屋根2面に乗せ、発電を開始して約９年になる。
　2023年度の送電量は、2022年度より　1929 KWｈ　多い実績となった。

『技術基準適合維持』保安規制・2023年3月20日施工への対応…2023年9月19日までに対応

　設置主：工場の大家・　関澤精機製作所　　　監視：当社にて行っている

　家主の了解を得て、CO2排出量の削減数値を　当社の　【環境経営レポート】　に記載している。

　

＜CO2排出量の削減効果＞

太陽光パネルの種類

太陽光パネルは、設置から約９年経っているが、
平置きタイプのため、表面の汚れが昨年度より目立つ

1年間の発電量は、昨年度より１２％程低下
その年度の天候に大きく左右されるが、
ガラス面の汚れも、発電量低下の一因でも
有ると、推測する。

太陽光発電利用の環境への影響 ・・・・2023年度　カーボン・ニュートラル試算

購買電力 43206 ｋWh 22.165 t-CO2

灯油 50 ℓ 0.125 t-CO2

　　20.609 　t-CO2 LPG 56 Kg 0.168 t-CO2

ガソリン 2991 ℓ 6.944 t-CO2

軽油 270 ℓ 0.709 t-CO2

上記合計 30.111 t-CO2

36139.8 Kwh

CO2削減量

　 ～2024年3月31日

化石燃料

事業活動消費エネルギー及び発生CO2

前年より不足数量減少。生産活動の低下の影響が大

CO2削減量

18.232ｔ-CO2

325,474 ｋWh

カーボンニュートラルに不足：9.502 ｔ－CO2

2015年9月30日

CO2削減量　計算

【発電事業】太陽光発電によるCO2削減量

　～2024年3月31日

164.20 ｔ-CO2

総　送 電 量

結晶シリコン型　（CO2削減効果：0.5045Kg-CO2/kWh)

2023年4月1日 送　 電　 量 36,139ｋWh

36,139kWh×0.5045Kg-CO2/kWh=18.232ｔ-CO2/kWｈ

22.165

0.1250.168

6.944

0.709

20.609

事業活動消費エネルギーによるCO2発生と太陽光発電によるCO2削減量

購買電力

灯油

LPG

ガソリン

軽油

太陽光発電 （CO2削減

量）

11



　②エアコンの入れ替え　の実施（長野県中小企業エネルギーコスト削減助成金の申請・実行)

　 工場の業務用エアコン及び事務用のルームエアコンは、設置から１５年を超えて使用しており、効率の低下および異音の発生が

　目立つようになっていた。

　 長野県中小企業エネルギーコスト削減の助成金の申請を行い、エアコン６台（業務用5台、一般用１台）の入れ替えを実行した。

　 同程度能力の更新だけでなく、使用エリアの広さに適し、全体に効率の改善の見込める機種を選定し、レイアウト変更も実施。

　➡　2024年1月に実施。

　更新後、能力・電気消費量・稼働音　等　の確認を継続中。

　入れ替え機のみの効率について・・・消費電力　４０％削減のもくろみにて導入・・・確認中。

　上記のエアコンの更新により、灯油使用の削減目標”使用ゼロ”の達成　及び　サブ的使用の電気ヒーターの使用削減

 （使用電力の削減）の実現を目指す。

１）製造エリア　（業務用エアコン）

      （旧　室外機・3台） (旧　室内機・３台）           【新　室外機・3台】 【新　室内機・３台】

２）開発エリア（業務用エアコン）

      （旧　室外機・１台） (旧　室内機・１台）       【新　室外機・１台】 【新　室内機・１台】

３）資材エリア（業務用エアコン）2台使用➡1台の性能アップ機に入れ替え 更新機 　更新機 従来機取り外し

　　　　　　　

従来併用機・稼働させない

      （旧　室外機・１台） (旧　室内機・１台）       【新　室外機・１台】 【新　室内機・１台】

４）管理グループ　（一般用エアコンの更新）

      （旧　室外機・１台） (旧　室内機・１台）       【新　室外機・１台】 【新　室内機・１台】

12



管理溶剤保有量の削減の実行　及び　PRTR法　第一種対象化学物質の使用量の削減

使用量の削減の目標は達成している。（前年同様の活動）

※環境調査については、自主的に　1度/年　に実施を継続してきたが、

対象物質IPAの使用を禁止したため、『環境測定にて問題なし』を

2期確認後、環境測定を一旦終了する。2023年も実施不要にて未実施。

※労働安全衛生法の新たな化学物質規制への対応

➡化学物質管理者の選任実施済（2023年度講習の受講及び選任）

④廃棄物の分別表示～分別活動・・・５S委員会中心となって活動継続

　◆資源ごみ・・・廃プラスチック・ダンボール・紙・コピー用紙　

及び　各金属　（鉄、アルミ、真鍮　基板等に分別）

分別意識の不足　←　５S委員会での分別資料作成、分別指示

☚分別表        ☚分別箱

（意識付け）     （前年と同様の

前年同様の 　　分別容器・分別方法

継続 　　の継続

　◆　廃プラスチックに関しては、分別意識、活動が浸透、資源として処理出来ており、

海洋汚染、海洋生物への影響を食い止める活動となる。⇒　SDG S の活動につながる。

　◆　現状の分別は、サーマルリサイクル　（固形燃料として使用）

➡　マテリアルリサイクル、ケミカルリサイクルへの転換への実行は未実施。継続して

    実現可能な行動をとる。

　　松本市・塩尻市を中心とする家庭ごみでは、分別の意識・実施が定着しつつある。

　   事業ごみでの分別の実行に向けて、分別・資源化の意識を高める。

⑤エコアクション２１教育訓練の実行　

・掲示板及び表示による意識付け、関係資料の回覧

・長野産環境主催の　エコアクション２１　オンラインセミナー　への参加・・・

全員参加への申請するも、特に製造スタッフの聴講ができなかった

202４年度も同様のセミナーへ登録し、全員聴講を目指す

⑥電力デマンド監視システム…2012年11月開始　～　継続実施の効果及び実績データ

◆デマンド監視システムの継続活用

　2023年1月の仕事始めは３４KW　にて前年までの最高値発生からの改善あり

　冬場のエアコンの起動タイマー設定による起動、集中を避ける策をとる　➡　効果あり　➡　継続する

※監視システムは継続実施。冷暖房起動時の時間差ONの徹底について、社員への意識付け、

　及びON-OFFの室温範囲の意識付け。➡意識は、定着しつつあり、継続。

単位 実施　月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
2016年度実績 23 22 16 19 25 25 18 23 25 27 26 25
2022年度実績 36 21 20 19 21 20 17 30 31 40 35 34
2023年度目標 37 37 37 37 37 37 37 37 37 37 37 37
202３年度実績 25 20 20 13 21 18 15 21 32 34 36 32

契約電
力

2023年度契約 40 40 40 40 40 40 40 40 40 35 36 36

③有機溶剤・管理溶剤の保管棚、表示、管理リスト、環境測定　等

実績デ
マ　ン

ド
KW

0

50

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

デマンド監視監視状況

2016年度実績 2022年度実績 2023年度目標 202３年度実績 2023年度契約
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⑦『環境負荷を意識した製品開発の推進』の活動実績
　環境経営方針　『環境に優しい製品の提案』の展開⇒SDG S ゴール14の 活動に繋がる

・・・前度からの継続実行・・・課題：新しい課題への切り替え

★化粧品メーカー等の”環境に配慮した包装容器への切り換え”に寄与する『梱包装置』の開発

”プラスチック　の　使用量　削減”

　化粧品等の従来のブリスターパック（透明なプラスチックと台紙の包装形態）から

　シュリンクフィルムと台紙の包装形態への変更を実現する装置の開発・改良・製造

　某化粧品メーカーのボトルの場合、包装している材料由来の　CO2排出量を約80%　削減　している

・樹脂使用量の削減　⇒使い捨てプラスチックの削減に通ずる実活動。

・CO2排出量の削減

・重量の削減・省スペースによる輸送費の低減。 　　フィルム 　　

　　　　　  上部製品無し→下部製品を入れてから熱収縮

　　　　　

　　ブリスターパック梱包例(台紙＋プラスチック）

（通販サイトより引用） 　　シュリンクフィルム

製品に合わせて先に樹脂を成型 　　梱包例 　➡
（ネット情報より引用）

⑧常に、お客様の要望に応える検査用ＬＥＤ照明（エコライト）の開発を続ける
開発当初主流のハロゲンランプ光源の照明から、ＬＥＤ光源の照明への切替え　

➡　環境問題に配慮した製品開発の実現

NEWタイプ及び照度アップ新規開発品　ECO-LIGHT（エコライト）を進める
（第三世代の開発）

◇開発・製造元　：　株式会社サン・ブライト（当社）

　販売元 　  ：　株式会社ナガタ (長野県岡谷市大栄町2-4-15）

　　　省エネルギー、省資源を実現
　
　　　
　

比較データ　(点灯条件及びデータは、株式会社ナガタのカタログから引用しています。）

単位 1年間 3年間 5年間
ＬＥＤ光源 使用電力 Ｋｗ 28.8 86.4 144

（当社開発） ＣＯ2排出量 Ｋｇ 10.9 32.7 54.5

Ｃ社製 使用電力 Ｋｗ 372.0 1116.0 1860

プロジェクタ- ＣＯ2排出量 Ｋｇ 140.6 421.8 703

削減目安 削減電力 Ｋｗ 343.2 1029.6 1716

削減ＣＯ2 Ｋｇ 129.7 389.2 648.5

92.3%　減 92.3%　減 92.3%　減

稼動：　8時間/日　・　25日/月　点灯

　　　　ＬＥD　点灯スイッチレベル：　ＭａＸ（９０,０００Ｌｘ・・・距離200mm）

　　　　　ＣＯ2排出量係数　：0.3788/Ｋｗｈにて算出

　　　　　LED寿命40,000時間以上（メーカーカタログ）

　・2023年度の生産台数(569台）から集計した電力・CO2削減の実績値（推定）

2023年実績　（１年間使用）

・使用電力の削減

・CO2削減

＜課題＞　新たな省電力の製品開発　急務

削減率

　

★ ・消費電力　・・・・90%以上カット     ・ＣＯ2排出量・・・90%以上カット

195.280Kw

　　73,799Kg 　(73.799ｔ）
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⑨みどりの植栽（５S委員会中心の活動）の継続

　　本年度も、花・つる植物（サンパチェンス、ひまわり、パッションフルーツ

　マリーゴールド、サンパラソル、等・・・・の植栽実施。

　　５S委員会を中心に活動を継続しています。

　　社員全員で行える活動になるよう今後も継続する。

　　目的：①大気中のCO2削減（植物の特性の活用）

　　　　　②環境整備意識の高揚・・・近隣地域の環境保全（外部コミュニケーション）

　　　　　③夏場の工場周辺温度上昇の抑制を図る省エネルギー策として

⑩　活動の継続
2009年10月にエコアクション２１の認証・登録いただいてから、1５年の活動となります。

”認証・登録10年”の感謝状をいただいてからも、5年目の活動となり、取組方針、内容

実績の把握方法等、見直していく必要があります。

SDGｓの取組を含め、2017年改定版のガイドラインへの対応・実行・見直しによる

社員が感ずる企業の魅力度アップ　及び　外部への企業アッピール度を高め、事業を

継続していきます。
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環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無

（１）適用される環境関連法規制

　　当社の事業活動に適用される環境関連法規等は次の通りです。

報告書等遵守の証拠 遵守評価

一般廃棄物の保管、収集運搬・処理業者との契約及び委託、

マニフェスト交付、県知事（松本地域振興局）への報告

灯油タンク周囲への流失防止、貯蔵管理と取扱届出。

消防用設備等（特殊設備等）点検及び報告

EU域内にて、電気・電子機器における有害物質の使用制限に

関する法律　（RoHS指令⇒RoHS2指令への変更対応

化学物質の自主的な管理改善の促進、環境保全上の支障の

未然防止（化管法）

安衛法・有機則の遵守及び1年毎の環境測定の必要性の判断(年度初め)

化審法及び化管法の改正対応➡化学物質管理者の選任実施済

物品購入、借り受け、役務を受ける場合、できる限り、

環境物品等を選択する。（必須から除外する）

➡グリーン調達の体制つくりへ切り替え

（２）環境関連法規への違反、訴訟等の有無

当社は、EA21環境管理責任者及びシステム管理者が中心となり適切に監視しており、

環境関連法規への違反はありません。　

尚、2024年実施の新規に追加された法規制の実施についての活動・監視を追加して報告する。

又、現在及び過去５年、違反の事実の無いことを確認いたしました。

（創業以来、違反の事実及び記録は無い）

同様に関係機関及び近隣住民からの苦情、指摘、訴訟などは、ありません。

内　　　　　容

法律違反の有無

訴訟の有無

太陽電池発電の
保安規制

・事前規制：技術基準の適合　基礎情報の届出
・現状報告の作成（設置者・関澤精機）
・使用前自己確認制度の結果の届出

（設置者の大家対応） 遵守

関　　連　　法 要　　求　　事　　項

・少量危険物・指定可燃物
貯蔵扱い届出書
H21/2/24　　　　　・消
防設備等点検結果報告書
2022/4/11

遵守

廃棄時に適正に管理

遵守

RoHS指令

遵守

廃棄物処理法

・購入先・製造メー
カーに対応しているか
の確認をする

PRTR制度(法）
化審法及び化管法

産業廃棄物管理票交付
状況報告書　提出
202４/６/2８

遵守

必須管理リストか
ら外す
（任意管理）

・特定家電機器廃棄物を排出する際の適正な引渡し、収集・
再商品化等に関する費用負担
・業務用以外のエアコン、冷蔵庫等の廃棄時に適正に管理・
処理

遵守

遵守
エアコンの点検表作成
３か月に１度の簡易検
査の実施

（禁止物質　10　種類）◆RoHS３対応の実施

消防法

グリーン購入法

なし

過去５年間の結果

なし

講習会終了証及び報告
書・任命者の工場内掲
示
(管理リスト作成・教
育対応）

家電リサイクル法 廃棄時に適正に管理

リスト作成は任意

対象エアコン（業務用エアコン）の点検及び記録の保存
（2024年１月に入れ替え実施、データ確認中）

遵守

PCリサイクル法 遵守廃棄時に適正に管理・処理

フロン排出抑制法

自動車リサイクル法
リサイクル料金の支払い、自治体に登録された取り扱い業者
への廃車引き渡し

リースがメインにて
リース契約会社が実際
は処理
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作成者 代表者

環境管理責任者

実施日：2024  年 ９月 30日

 [代表者自らが得た情報]

SDGｓへの対応

 長野県SDGｓ推進企業への登録を行ったが、実活動への

　※2023年に法改正された項目への対応については、  全社員の意識改革が必要

　202４年度以降の活動を随時確認し、報告とする  [環境方針]

2017年版ガイドラインへの対応及びSDGｓを考慮した環境方針

の見直しの必要性　

　　➡　組織体制の見直し課題未解決➡2023年度対応 （長野県SDGｓ推進企業への登録に合わせた内容への見直し）

　 変更の必要性：　　　　　有　　　　　無

　　エコアクション２１運営組織の強化➡2023年度実行・未完➡次年度実行へ

 [目標・活動計画]

　の交代が遅れている。完全移管できず、新しい組織にての運営が出来ず。　化石燃料使用の廃止に向けて

　　　　　➡石油の使用”ゼロ”の実現

　組織にての運営ができていない。 　冷暖房の電力使用量の低減

　実活動の目標設定見直し・推進計画の立案を行い実行する。 　　　　　➡レイアウト及び冷暖房器具の見直しの実施

　変更の必要性：　　　　　有　　　　　無

　➡2024年度活動へ。灯油使用の暖房器具の廃止は、達成可能な状況。

　・環境経営方針の見直し➡検討するも実現できず、継続検討中。

　2023年施行の法改正事項への対応➡2023年度に実施（達成50％）

　RoHS3.0指令への準備➡継続的に情報収集・監視の実施

 [目標・環境活動計画の達成状況]  （詳細データは環境活動計画書による） [環境経営システムの各要素]

【単位】　売上高比　㎏-CO2/百万円 ”２０１７年度版ガイドラインへの対応”に不足分の解消

目 標 項 目 目標値 実績値 判定 記  事 ・ コ メ ン ト 環境経営方針の見直し、目標数値の見直し

CO2の削減 115.44 106.40 〇 実排出量：2022年度より減 　会社全体の経営方針と環境経営方針の見直し、実行

電気使用量の削減 135.96 152.67 ×
実使用量：2022年度より減。

売上高比：未達成（売上高減の影響）

灯油の使用量の削減 7.82 0.18 〇
実使用量は2022年度より大幅減。

購入は”ゼロ”達成

ガソリンの使用量

削減
7.37 10.57 × 実使用量：2022年度より減

軽油の使用量削減 3.22 0.96 〇 実使用量：2022年とほぼ同量 【SDGsへの取組み】

長野県SDGｓ推進企業への登録済。

一般廃棄物の削減 10.25 6.49 〇 実排出量：2022年度より減 ⇒2024年度以降の実活動の推進。

混合廃棄物の削減 3.98 15.14 ×
実排出量：2022年度より

大幅増（意図的に廃棄）    社員が一丸となれる実活動の実施へ
廃プラスチックの

削減
2.13 2.19 △ 実排出量：2022年度より減

化学物質（ｇ/百万円） 0.69 0.26 〇 使用量削減できている

節水 0.71 0.59 〇 実使用量：減少

水の監視・・・2024年度から、監視継続、使用量確認義務無しの実施へ

 [周囲の変化の状況] 【総合評価と次年度の指示】

 １.外部コミュニケーション記録 ①エコアクション２１を2009年認証・登録をいただいてから

　SDGｓ長野県登録企業への登録実行…2022年度登録。 　１５年目の活動中。　活動の目新しさに欠ける。

　継続実行中 　組織の見直し、運営責任者・担当及び実行動の移管が未完。

 2.環境関連法規制等の動向への対応 　社員全体の分担を見直し、新組織運営を早急に実行のこと。

   化学物質管理者の任命実施済 ②エコアクション２１及びSDGsの推進企業登録後の実活動に

　社員の安全衛生・化学物物質取り扱い意識の向上・知識の習得 　関する教育が出来ていない。

 目的の教育 及び 活動の見直し実行を随時・計画的に行う。 　活動の有効性を社員に根付かせること。
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2023年度 代表者による全体の評価と見直し
（適切性、妥当性、有効性の評価）

・エコアクション２１の組織・活動の見直し、運営責任者・担当者

・エコアクション２１とSDGｓの取組の担当分担の見直し、新しい

 4.前回 審査での指摘事項への対応

　②関連法規のとりまとめ　

　・2016年度基準の環境経営目標からの見直し➡一部見直すも、未完

 １.環境関連法規制等の順守状況（環境関連法規等順守記録による）

　順守状況の確認の結果問題なし・・・2024年9月30日　櫻井

 2.問題点の是正及び予防、リスクへの対応

 3.前回までの代表者の指示事項への対応

　櫻井（犬飼） 猿田
見 直 し に 必 要 な 情 報 変 更 の 必 要 性 の 有 無 ・ 指 示 事 項

 [取り組み状況の評価結果]

・環境上の緊急事態への対応

・エコアクション２１とSDGｓ活動の目標設定及び推進


